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六ヶ所村

三沢市

〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立
圏圏域のイベント情報をお届けし
ます♪

七戸町

東北町

▼とき　７月２日㈯午後７時～９時
　　　　７月３日㈰午前10時～午後
　　　　４時

▼ところ　上北駅前イベント広場・
　　　　　駅前商店街

▼内容　２日：ドリンクラリー
　３日：縁日、露店、ビンゴ大会など
問上北町商工会☎562335

かみきた夏まつり

六ヶ所村村村村村みんな
で
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AXAコズミックカレッジ2016

▼とき　６月12日㈰午前10時～

▼ところ　三沢航空科学館

▼対象　小学生とその保護者

　 　 　（お子様だけでの参加は不可）

▼内容　①かさ袋ロケットを飛ばそ
　う！（材料費無料、定員100人）
　②宇宙塗りでアクセサリーを作ろ 
　う！（材料費250円、定員45名）
問三沢航空科学館☎507777

しちのへバラまつり2016
　ばらソフトクリームを片手に、50
品種・５千株のバラが咲き誇る園内
を散策しませんか？バラの摘み取り
体験や苗木販売も行われます。

▼とき　６月18日㈯～７月10日㈰
　　　　午前９時～午後４時

▼ところ　東八甲田ローズカントリー
問東八甲田ローズカントリー☎625400
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　三沢航空科学館に消防・救急車両
が集合します。消防服を着ての記念
撮影や、はしご車搭乗体験などを行
います。

▼とき　６月12日㈰
　　　　午前10時～午後２時

▼ところ　三沢航空科学館
問三沢航空科学館☎507777

消防フェスタ
in三沢航空科学館

　三沢市で日本初となる民間洋式牧
場「開牧社」を開いた元会津藩士・
廣澤安任について、その牧畜・牛乳
販売の様子を中心に資料や写真を通
して、“率先者”安任の牧畜業への
取り組みを展示します。

▼とき　開催中～８月21日㈰

▼ところ　三沢市先人記念館

▼入館料　高校生以上100円、小・中
　　　　　学生50円、幼児以下無料

先⼈記念館企画展
『明治牧畜の率先者・廣
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筈へ』

▼休館日　毎週月曜日（月曜日が祝
　　　　　 日の場合はその翌日）
問三沢市先人記念館☎593009
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「十和田と
大町桂月」

　

十
和
田
国
立
公
園
（
現
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
十
和
田
八
甲
田
地
域
）
指
定
80

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

桂
月
が
、
明
治
41
年
に
初
め
て
十
和
田

を
訪
れ
て
著
し
た
「
奥
羽
一
周
記
」
は
大

正
天
皇
（
当
時
の
皇
太
子
）
に
も
感
動
を

与
え
、
全
国
に
十
和
田
の
名
を
知
ら
し
め

ま
し
た
。
晩
年
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「
十
和
田
湖
を
中
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と
す
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国
立
公
園
設
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る
請
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と
い
う
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願
文
を
起
草
し
、
国
立
公
園
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指
定
に
も
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献
し
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。

　

十
和
田
国
立
公
園
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定
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周
年
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
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「
乙
女
の
像
」
は
、
十

和
田
の
観
光
開
発
に
功
績
の
あ
る
桂
月
、

県
知
事
武
田
千
代
三
郎
、
地
元
の
村
長
で

県
議
会
議
員
小
笠
原
耕
一
の
３
氏
を
顕
彰

し
た
も
の
で
す
。

　

桂
月
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十
和
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の
紀
行
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漢
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和
歌
な
ど
多
く
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上
の
写
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め
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は
、
４
回
目
の
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問
で
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の

蔦
温
泉
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滞
在
中
の
大
正
11
年
８
月
29
日

の
日
記
で
す
。

　
　
　

【
文
責
・
大
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桂
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を
語
る
会
】


